
つながるこのまち事業（３年め）

〇創設支援３年目となる今年度は、さらに地域や他団体との連携を深め、地域交流施設「旧水尾町公民館」
を拠点に地域の中に誰もが参加できる場所があること、その場が地域のにぎわい作りになることで、他団体
との連携を深め、地域交流施設「旧水尾町公民館」を拠点に活動をすることができた。

NPO・市民活動団体、個人のサポート ／ 相談件数 27件（面談・電話・メール）
話せる場と居場所、活動ができる場しての運営を開始 （ 年間 34 回実施 ）
集いの場の提供 （年間 25回 実施）
訪問 一般社団法人ルーナ 単独型短期入所施設さんくすうぃる（三木市）

なおみ助産院（三木市）
みんぐる（西脇市）

〇地域の未来を考える
「女性に選ばれるまちとは」
秋の西脇市議会選挙、多可町議会選挙を考える
４月６日（日）10：30～ ／ 場所 旧水尾町公民館（参加者５名）
６月８日（日）15：00～ ／ 場所 西脇市黒田庄町 ガーデンログハウス（５名参加）
８月17日（日）13：00～ ／ 場所 旧水尾町公民館（参加者６名）

〇市民活動の運営サポート（2件）
・市民活動団体「れもんの木」助成金申請の相談
・市民活動団体「大門子ども食堂」助成金、補助金の申請相談
・市民活動の相談（空き家活用方法、NPO設立相談）

〇自治会との連携事業
・芳田自治協議会主催の行事に参加
（芳田ふれあいフェスタ）

・黒田庄町大門とんど祭りに参加

〇アンケート実施
・相談時、会場使用時などに利用者アンケートを実施

特定非営利活動法人あしたあさって

西脇市内では、市民活動や地域の活動が高齢化や、担い手不足になっている。それらを解決していく
ために、私たちは、暮らしにまつわる地域の課題を解決したいと自ら行動しようとする人や、団体を
サポートする中間支援が必要だと考えている。さらに、ＮＰＯの活動と自治会が繋がり新たなコミュ
ニティを作り、より地域に近い中間支援が必要になってきた。それぞれが智恵を出し合うことで活動
を継続させる力となると考えている。そのようなＮＰＯ活動、市民活動をサポートする場、繋がる場
が必要だと考え、この事業に取り組んでいる。

■事業が目指すところ

■３年め活動報告

令和７年度、ひょうごボランタリープラザ 中間支援（創設支援）活動助成事業

■成果と課題

今年度は西脇市議会選挙、多可町議会選挙と身近な選挙があり、暮らしの課題に敏感である女性た
ちの活躍がみられ、より政治に関心をもつ人たちが増えることを期待していたが、投票率も低く市民
の関心はあまりないように思われた。また、自分たちでネットワークを広げ、活発に活動する人たち
が増え、それらはSNSなどを使い、情報を集め、仲間を集めている。私たちの関わり方も変わってきて
いるように感じた。昨年より旧水尾町公民館を地域交流施設として運用しながら事業を行うことが出
来たが、地域の中で気軽に立ち寄れる場所がもっと必要であると思う。若い世代の方はSNSで繋がりを
作っていけるが、自宅にいる高齢者こそ、もっと安全に安心して心豊かに暮らせるらせるまちにする
ために、小さなコミュニティがもっと必要であると思う。今後も色んな地域に小さなコミュニティが
できように、地域の方々を支援していきたい。

（３年め）

地域の中間支援として、それ

ぞれの団体の運営を把握し、

他のNPO等との関係づくりを

深める

（１年め）

地域の中間支援として、ま

ちの人に寄り添ったきめ細

やかな相談ができる運営を

目指す

（２年め）

地域の実情を常に把握し、自

治会ともつながりを深め相談

窓口だけでなく訪問なども積

極的に行い、きめ細やかなア

ウトリーチを行う

（雲の上はいつも晴れ）
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